


 



 

 

 

『一人ひとりの自分らしくをともに支える』 

～思いやりでつながる共生のまち・うるま～ 

を実現するために 

 

 

 

この度、本市では、障がい者の「生活支援」や「社会参加」を推進する「第３次障がい者福

祉計画」を策定いたしました。この中には、国の法に基づき、３年を１期とする「第５期うる

ま市障害福祉計画」及び今回が初めての策定となる「第１期うるま市障がい児福祉計画」を包

含する形で策定しております。 

策定においては、「第２次うるま市障がい者福祉計画」策定時に焦点となった内容(就労支援

体制の構築、住まいの確保、発達障害への支援、自立支援協議会の強化等)をはじめとした進捗

状況のチェックを行うとともに、今回の策定で求められていること（精神障害を含めた地域包

括ケアシステムの構築、障がい児支援体制の整備など）や国の第四次障害者基本計画の考え方

及び障害者虐待防止法(Ｈ24)、障害者差別解消法(Ｈ28)といった関連法などを踏まえた対策を

掲げています。 

「障害者総合支援法」が平成２５年４月に施行されて以降、本市では障害福祉サービスの提

供体制の整備や基幹相談支援センターの設置による相談機能の強化、事業所が一体となった就

労支援体制の強化などを図ってきました。 

近年の動向としては、これまでの「障がい者の自立支援」という観点に加え、「障がい者の差

別解消」「合理的配慮」「社会的な障壁の除去」「共生社会の実現」といった、障がい者の権利・

人権尊重の視点が重視されていることから、本計画では、前計画の基本理念『自立と支え合い

～ともに歩むまち・うるま～』を『「一人ひとりの自分らしくをともに支える」～思いやりでつ『「一人ひとりの自分らしくをともに支える」～思いやりでつ『「一人ひとりの自分らしくをともに支える」～思いやりでつ『「一人ひとりの自分らしくをともに支える」～思いやりでつ

ながる共生のまち・うるま～』ながる共生のまち・うるま～』ながる共生のまち・うるま～』ながる共生のまち・うるま～』へ変更しました。また、「障がい者の社会参加を支援する環境づ

くり」、「誰もが暮らしやすい環境づくり」、「地域でともに生きるための環境づくり」を基本目

標として掲げ、障がいのある人が住み慣れた地域で安心して生活し、社会参加できるよう、共

生社会を実現していくための施策を講じてまいります。 

結びに、本計画の策定にあたり、ご尽力をいただきました「うるま市障害者施策推進協議会」

の委員各位、並びにアンケートへのご協力、ご意見をお寄せいただいた関係者の皆様に深く感

謝を申し上げます。 

 

平成３０年３月 

                    うるま市長 島袋 俊夫 
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障害の「害」には、「悪いこと」「わざわい」などという意味があり、

人を表す際に「害」を用いるのは、人権を尊重する観点からふさわしく

ないと考えます。本計画書では、基本的に（人を修飾する場合）「障が

い」と表記し、国の法令等に基づく制度や施設名、または法人、団体名

等の固有名詞については「障害」と表記しています。 

＜障がいと障害の表記について＞ 



   
 


